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13）農林水産省 2012．『平成23年度食料・農業・農村白書』，p.189
14）南日本新聞 2013年6月19日記事。
15）ブランドの源泉について波積は，水産物を例にあげて説明している。2010．「水産物
ブランドの現状と分析の枠組み」，婁小波・波積真理・日高健編著『水産物ブランド
化戦略の理論と実践』，北斗書房，p.40
16）プロトン凍結法とは，凍結時に電磁波をあて，凍結中に生成される氷の結晶を極力小
さくすることで，解凍時の細胞破壊を防止し，凍結前の状態にまで再現できる凍結技
術である。解凍後に流れ出るドリップ量は，通常の凍結方法と比べて約40％に抑えら
れる。CAS凍結法の原理も同じである。
17）「ブライン凍結1級品」は，漁獲したカツオをマイナス20度にまで冷却した塩化ナトリ
ウム溶液につけ込み急速冷凍したものであり，B1カツオをブラッシュアップしたのが
「スペシャル1級品」である。すなわちブライン凍結の直前に1尾ずつ素早く丁寧に船
上で血抜き処理したもので，その特徴は，鮮やかな赤みと生臭さのないさわやかな味，
そして弾力性のあるモチモチとした新食感の歯ごたえにあり，「枕崎ぶえん鰹」の商
標で市場に供給されている。
18）佐野雅昭 2010．「水産物ブランド化に対する批判的一考察」，『地域漁業研究』第50巻
第3号
19）田中史朗 2014．「前掲論文」，p.48 
20）田中史朗 2014．「前掲論文」，pp.49-50
21）田中史朗 2014．「前掲論文」，pp.46-47
22）社名「ア—ダン」はアダン（阿檀）の木に由来する。資本金は7,000万円，従業員数
は35名で，本社は奄美市名瀬和光町にある。
23）龍郷町産の黒糖，奄美市笠利町打田原（うったばる）の海水で作った塩，自社農園で
穫れた旬の果実（ビワ，マンゴ—，パッションフルーツ，タンカンなど）を使用した
ジェラート店で，農協を通して青果として出荷していた時期の市況に大きく左右され
る経営の不安定性を脱却すべく一念発起して設立した店舗で，経営者とパート従業員
4名で経営している。
24）「こっこ屋」は龍郷町の国道沿いに店舗を構え，洋菓子の他，直営養鶏場の肉と卵も
販売している。店の従業員は6名で，東京のデパートで開かれた物産展にも出展して
いる。
田中　史朗　離島地域再生への道標 −45−
25）「きょら海工房」の従業員は12名で，鹿児島中央駅の2階にも店舗を構え，5名の店員
が客の応対をしている。
26）「宝勢丸鰹漁業生産組合」は一連の六次産業化への取り組みによって，出資組合員6名
以外に，正規・非正規従業員10名の雇用を生み出している，
27）島豚を「あまりんとん」の名称で2014年3月に商標登録し，今後，直売所での販売が
期待されている。
28）経済産業省は地域を活性化する農商工連携のポイントとして，①連携基盤の整備，②
商品開発，③販路開拓，④広報の4点をあげている。経済産業省 2011．「農商工連携
の推進」，経済産業省地域経済産業グループ 地域経済産業政策課資料による。
29）波積真理 2010「前掲論文」，P.42
30）奄美観光ホテルグループ傘下の企業として，「奄美海運酒造」（黒糖焼酎ともろみの生
産），「奄美観光ホテル」，「宇検農産」の他，遊戯施設がある。
31）指定管理者制度とは，公共の施設の管理・運営を，より効果的・効率的に行うために
株式会社や公益法人，NPO法人，その他の任意団体などに代行させる制度のことである。
32）「宇検村まるごとオーナー制度」の中身は，村の特産品であるマンゴー 30個，タンカ
ン30kg，パッションフルーツ，焼酎，もろみ酢，鶏飯の素などが送られてくるほか，
村内の宿泊施設の利用が毎年14泊まで無料になったり，農作物の栽培を希望する場合
は，土地30坪を30年間1万円で貸与するなどの様々な特典がついている。入会金は個
人が50万円で，期限は4年間，1年単位で延長ができる。法人のそれは99万円で期限は
7年間となり，2年単位で延長することができる。2012年には個人と団体で11名が登録
している。多い年で30名が登録していた。宇検村のホームページおよび聞き取りによる。
33）関満博 2013『鹿児島地域産業の未来』，新評論，p.373
34）知名町が乾燥機・粉砕機などの購入費用に充てた事業費は総額116,733千円で，この
内の6割を奄美群島振興開発基金の非公共事業費で賄い，4割を知名町が負担している。
35）「実践型地域雇用創造推進事業」とは，雇用情勢の厳しい地域での雇用創造への取り
組みをより効果的に推進するための厚生労働省の支援事業のことであり，平成19年度
から始まった地域雇用創造推進事業（パッケージ事業）と平成20年度から開始した地
域雇用創造実現事業を平成24年度に統合したものである。厚生労働省のホームページ
より引用。
36）農産加工品については，奄美地区生活研究グループ連絡協議会が奄美大島と喜界島の
8地区の地場産加工品（奄美市名瀬の「黒糖ピーナッツ味噌」，同市住用町の「タンカ
ンゼリー」，同市笠利町の「ふりかけ味噌」，大和村の「スモモの砂糖煮」，宇検村の「島
ニンニクの蜂蜜漬け」，瀬戸内町の「トマトドレッシング」，龍郷町の「パッションゼ
リー」，喜界町の「豆菓子ピリッととーまみー」）を詰め合わせたふるさと便「奄美八
景」をお歳暮シーズンに合わせて150セット（1セットの税込み価格は3,000円）限定
で売り出している。南海日日新聞　2014年11月14日記事。
37）鹿児島県観光動向調査による。
38）シマ博への登録が2014年より有料となり，1プログラムに付きプロのガイドで5,000円，
ボランティアで3,000円となった。
39）与論島では，3月第1日曜日に実施される「ヨロンマラソン」を皮切りに，5月上旬の「ヨ
鹿児島県立短期大学地域研究所「研究年報」第46号（2014）−46−
ロンパナウル王国グランドゴルフ大会」，8月第２土曜日・日曜日に実施される「ヨロ
ンサンゴ祭り」，2014年9月第2日曜日に初めて実施された「沖縄・与論ヨットレース」，
11月中旬の「ヨロンパナウル健康ウォーキング」および与論町の姉妹盟約都市である
ギリシャのミコノス市との国際交流イベント「ギリシャフェスティバル」の開催，12 
月下旬の「ヨロン・おきなわ音楽交流祭」の他，雨乞いと五穀豊穣を祈願する「与論
十五夜踊り」が3月・8月・10月の年3回実施され，イベントが目白押しである。なお，「ヨ
ロンマラソン」は1992年から開催され，およそ四半世紀経過しているが，参加人数は
この間，1,000人前後で推移している。
40）1985年に大型リゾート宿泊施設が開業した後は新規の宿泊施設の建設は途絶え，一方
で，2009年3月以降，3件の大型宿泊施設が廃業した。
